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研究成果の概要（和文）：国民文学の枠組みでの研究、あるいは同様な枠組み同士の比較検討がこれまで主流であった
が、本研究はそのような国民文学の枠組みから逸脱する3つの視点（「移動の文学」、「文学史の書き換え」、「ミク
ロ・ネーションの文学」）に着目し、個別の現地調査の他、国内外の研究者とともに研究会、シンポジウムを開催した
。その結果、3つの視点の有効性を確認できたほか、シェンゲン以降の移動の問題（政治学）、国民文学史の位相（歴
史学）、マイノリティの記述の問題（文化研究）といったそのほかの問題系およびほかの研究分野と隣接している問題
点や研究の可能性を国内外の研究者と共有し、一定の成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：Since the fall of the Berlin Wall, approaches to East European literature have 
diversified into topics of Gender Studies, Postcolonial Studies, etc. It seems, however, that most of the 
discussions are held under the framework of “National Literature.” In this context, our research 
focuses on three perspectives that go beyond this framework: 1. Journeys and Migration in Literature, 2. 
Rewriting Literary History, and 3. Literature of Micro-Nations. After three years of research, including 
an international conference and several seminars with international guests, we have reached the 
conclusion that these perspectives are valid for further research. They provide us with constructive 
viewpoints that act as a median between world literature and national/regional literature.
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１．研究開始当初の背景 
 
⑴冷戦構造が崩壊した 1990 年以降、旧共産
圏の文学活動を総体として捉える試みは、
2000 年代以降、旧東欧の多くの国々がＥＵ
に加盟するなど、「東欧」という枠組みが失
効したのに伴い、減少傾向にあった。「東欧」
という表現に「共産圏」という過去の概念が
含意され、多くの研究者がこの用語を忌避す
るようになったことも関係している。 
 
⑵文学研究をめぐる状況も、ダムロッシュら
による「世界文学」の議論が活発になり、従
来の「国民文学」あるいは「国民文学」の比
較を想定する「比較文学」の限界も指摘され
るようになった。旧東欧圏の文学研究も活性
化しているとはいえ、国内外ともに、従来の
「言語」や「主題」に限定するアプローチが
主であり、「旧東欧圏」という総体的な枠組
みでの考察はきわめて限定的であった。 
 
２．研究の目的 
 
⑴本研究では、国民文学の枠組みでは見えて
こない東欧文学の特徴として以下の３点を
検討することを主たる目的とする。 
 
①「移動の文学」：国民文学という枠組みと
の関連において、近年、盛んに行なわれてい
るのがいわゆる「移民文学」の研究である。
だが多くの場合、「ホスト国」と「移民」と
いう二項対立的な関係性の解読に終始して
おり、作品分析が時として平板的なものとな
っている。そこで、本研究では、イディッシ
ュ語やロマニ語の文学作品、さらには、「紀
行文学」のテクスト群を含めて、「移動の文
学」と位置付け、これらの作品の、土地に対
する流動的・相対的な意味付けに着眼し、空
間認識がどのように作用しているか、とりわ
け、「東」イメージの生成と流通について、
検討を行なうこととする。 
 
②「文学史の書き換え」：東欧地域は「西」（ド
イツ、ハプスブルグ帝国）と「東」（ロシア、
オスマン・トルコ）などの大国にはさまれ、
またそれらに編入されたり、境界が何度も引
き直されることによって形成されてきた。新
たな線引きがなされるたびに、地域のアイデ
ンティティも変容する。それが地域や作家に
後付けの自己像を与える「文学史の書き換
え」という現象については本格的な研究は少
ない。こうした東欧文学におけるアイデンテ
ィティを生み出す際に大きな影響力を持つ
「西」と「東」という価値判断の変容のプロ
セスとメカニズムを明らかにする。 
 
③「ミクロ・ネーションの文学」：既成の枠
組みの中ではネーションとは見なされない
ような小集団が散在するのが東欧圏の特徴
のひとつであるが、個別の事例調査を超える

ような横断的な研究は今までなされてこな
かった。本研究ではそのような「ミクロ・ネ
ーションの文学」を東欧文学という大きな文
脈の中に位置付けることにより、それらが人
間の移動によって生まれる「移動の文学」、
土地のアイデンティティが書きかえられる
ことで生じる「文学史の書き換え」の双方の
特徴をもっとも極端な形であらわにしてい
る点を明らかにする。 
 
⑵ 以上、最終的にはこれらの研究の蓄積を
踏まえ、東欧圏の現代文学における「東」イ
メージの生成、流通、分布について検討を行
ない、地政学的、文化的概念としての「東」
という概念が東欧圏において変容していく
様相を明らかにする。第一に、地理空間的に
捉えられる東のイメージを分析する。第二に、
否定的に捉えられる一方でノスタルジーを
喚起する場合もある社会主義時代の記憶と
結びついた遡及的な東のイメージを扱う。ま
た、東欧圏において東を象徴する記号となっ
ているロマのイメージについても着目する。 
 
３．研究の方法 
 
⑴本研究は、従来の研究で見られたような東
欧における各国文学の比較研究を対象とす
るのではなく、東欧における現代文学の横断
的な現象を中心に考察を行なう。具体的には、
①「移動の文学」、②「文学史の書き換え」、
③「ミクロ・ネーションの文学」の 3点であ
る。従来は国民文学の枠組みでの研究が支配
的であり、そのような枠組み内あるいは枠組
み同士の比較検討が主流であったが、本研究
ではそのような国民文学の枠組みから逸脱
する 3つの事象に着眼し、研究の主軸を構成
する。 
 ①「移動の文学」では、これまで「亡命文
学」「移民文学」として扱われてきた作品の
みならず、移動の象徴性を担っている「ロマ
作家」による文学および紀行文学を射程に収
め、移動にまつわるさまざまな現象を検討し
ていく。 
 ②「文学史の書き換え」では、「移動の文
学」、「ミクロ・ネーションの文学」との関連
において、「各国文学史」、「社会主義時代の
文学」といった既存の枠組みに揺さぶりをか
ける概念構築を検討する。 
 ③「ミクロ・ネーションの文学」では、国
民国家の成員として十全に認められていな
い言語文化をクローズ・アップして、その様
相を検討していく。 
 
⑵以上の視点をすべての研究分担者間で共
有し、現地調査のみならず、学会、研究会、
シンポジウムなどの場において本研究の可
能性を国内外の研究者と議論する。 
 
４．研究成果 
 



⑴まず、3 年間にわたる研究を通して、個別
の文学研究では十分に検討することのでき
ない、現代「東欧文学」の全体的な傾向につ
いて検討を深めることができた。ポーランド
文学、チェコ文学といった国民文学の枠組み
を越えた共同研究を遂行したことによって、
研究手法として提示した「移動の文学」、「文
学史の書き換え」、「ミクロ・ネーションの文
学」の 3つの視点の有効性を確認できた。こ
れらの視点は、シェンゲン以降の移動の問題
（政治学）、国民文学史の位相（歴史学）、マ
イノリティの記述の問題（文化研究）といっ
たそのほかの問題系およびほかの研究分野
と隣接しており、単なるテクスト研究だけで
はない、立体的なアプローチの可能性を確認
することができた。また研究対象を文学テク
ストに限定せず、映画・美術といった領域に
も射程を広げることで文学テクストの位相
がその他の表現分野とも密に連関している
ことがわかった。 
 
⑵「東欧文学」をミラン・クンデラが提唱し
た概念「中位のコンテクスト」として措定す
ることによって、単なる広域的な地域研究の
概念としてだけではなく、文学研究における
読解のモードの可能性を提示することがで
きたように思われる。具体的には、国民文学
と世界文学の中間に位置する「中位のコンテ
クスト」の研究としての可能性を確認するこ
とができた。この概念によって、ローカルな
文学研究とグローバルな文学研究の中間に
位置する中域的な地域・文化的な総体が、現
代の文学研究のひとつの参照概念として機
能することを提示できた。 
 
⑶本研究は、従来の文献学的なアプローチに
見られるテクストを中心とする研究だけで
はなく、現在活躍中の現代作家たちの声を集
積する点にも重きを置いた。複数にわたる講
演会・シンポジウムを開催し、日本の読者・
研究者と直接交流する機会を設けたほか、講
演原稿等を報告書に掲載し、国内外の研究者
に広くアピールすることが可能になった。 
 
⑷最終年度には、英語での国際シンポジウム
を立教大学にて開催し、それぞれの研究者た
ちと活発な議論を交わしたほか、本研究の意
義を対外的にも確認することができた。同シ
ンポジウムおよび本科研の主要な成果は、欧
文の報告書として、北海道大学スラブ・ユー
ラシア研究センターより、2015 年夏に刊行お
よびウェブ上で公開される予定になってい
る。これにより、本研究の成果を対外的に発
信することが可能となる。 
 また複数の講演会やシンポジウムを開催
したことで、文学研究を中心としながらも、
言語学、社会学、美術史、映画研究など、多
岐にわたる研究者を招き、「東欧文化研究」
の研究者の国際的なネットワークの構築に
寄与し、学際的な研究の発展の一助となった。 

 
⑸以上、3 年のあいだにきわめて著しい研究
成果を上げることができたように思われる
が、このようなアプローチが今回初めてであ
ったこと、また研究分担者および予算が限定
的であったため、十分に研究が進まなかった
点があるのも事実である。またオーラル・ア
ーカイブについては資料の蓄積は行われた
ものの、公開にまではいたらなかった。これ
らの課題は、新たに採択された科研によって
克服し、さらに研究を進めていく予定である。 
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